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社
会
福
祉
協
議
会
は
、
地
域
福
祉
の
推
進
を
目
的
と
し
て

位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
団
体
と
し
て
、
地
域
住
民
や
、
関
係

機
関
団
体
等
と
の
連
携
を
深
め
な
が
ら
、
地
域
住
民
の
福
祉

向
上
の
た
め
の
各
種
事
業
を
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

社
協
職
員
は
、
こ
の
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
、
情
報
交
換

や
研
究
を
す
す
め
専
門
性
の
向
上
を
目
指
し
、
社
協
活
動
の

進
展
に
寄
与
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

そ
こ
で
本
会
は
、
次
の
重
点
目
標
の
も
と
、
組
織
運
営
、

活
動
の
推
進
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す 

主
な
事
業
計
画 

１
＊
研
修
事
業 

（
１
）
支
部
研
修
の
促
進 

（
２
）
社
協
職
員
研
修
シ
ス
テ
ム
の
活
用 

（
３
）
社
協
職
員
全
体
研
修
の
実
施 

 

２
＊
広
報
活
動 

（
１
）「
職
連
協
に
ゅ
～
す
」
の
発
行(

年
４
回) 

（
２
）｢

茨
城
県
市
町
村
社
協
デ
ー
タ
ブ
ッ
ク｣

の
作
成 

（
３
）｢

職
員
名
簿｣

の
作
成 

（
４
）
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
活
用
し
た
広
報 

 

３
＊
支
部
活
動
活
性
化
事
業 

（
１
）
支
部
長
と
の
連
携
・
強
化 

（
２
）
支
部
運
営
委
員
へ
の
支
援 

（
３
）
支
部
活
動
助
成
事
業
の
実
施 

４
＊
福
利
厚
生
・
互
助
事
業 

 
 
 

退
会
者
へ
の
記
念
品
等
の
贈
呈 

（
５
年
以
上
在
籍
し
た
会
員
を
対
象
） 

 

５
＊
他
団
体
と
の
連
携 

（
１
）
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
社
協
職
員
の
会
連
絡
会 

（
２
）
茨
城
県
社
会
福
祉
協
議
会 

（
３
）
茨
城
県
民
間
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
互
助
会 

（
４
）
茨
城
県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
事
務
局
長
会 

 

６
＊
会
務 

（
１
）
理
事
会 

（
２
）
代
議
員
会 

（
３
）
部
会
等
の
運
営 

（
４
）
監
査 

 

７
＊
そ
の
他 

（
１
）
関
ブ
ロ
合
同
研
当
番
開
催(

平
成
25
年
度
）
に
向
け
た

協
議 

 

９
月
２８
日
～
２９
日
、
茨
城
県
立
中
央
青
年
の
家

（
土
浦
市
永
井
９
８
７
）
を
会
場
に
、
県
市
町
村
社

会
福
祉
協
議
会
職
員
新
任
・
初
級
研
修
（
前
期
課
程
）

を
開
催
し
ま
す
。 

茨
城
大
学
准
教
授 

長
谷
川
幸
介
氏
、
常
総
市
社

協
事
務
局
長 

滝
本
栄
氏
、
茨
城
県
社
協 

福
祉
の

ま
ち
づ
く
り
推
進
部
長 

篠
原
義
典
氏
な
ど
を
講
師

に
迎
え
、
研
修
に
取
り
組
み
ま
す
。 

研
修
で
は
、
社
協
マ
ン
と
し
て
の
知
識
は
も
ち
ろ

ん
、
何
よ
り
仲
間
づ
く
り
の
大
切
さ
を
学
び
ま
す
。

是
非
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

受
講
資
格
・
・
・
県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
に

採
用
さ
れ
て
５
年
以
下
の
職
員
で
、
全
日
程
（
後
期

課
程
１２
月(

調
整
中)

）
を
受
講
で
き
る
方
。
【
受
講

定
員
：
３０
名
】 

※
過
去
に
新
任
職
員
研
修
を
受
講
し
た
方
で
も
参
加

可
能
で
す
。 

 

 

今
ま
で
、
支
部
活
動
推
進
事
業
助
成
金
の
「
選
択

事
業
助
成
金
」
に
つ
い
て
は
、
①
事
業
別
研
修
②
広

報
③
調
査
研
修
④
親
睦
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
今
年 

度
は
⑤
災
害
支
援
事
業 

を
追
加
い
た
し
ま
し
た
。 

 

各
支
部
で
東
日
本
大
震 

災
の
被
災
地
に
出
向
き
、 

復
旧
・
復
興
支
援
等
を
行 

う
こ
と
も
助
成
金
申
請
の 

対
象
と
い
た
し
ま
し
た
の 

で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。 

 

平
成
22
年
度
よ
り
２
年
間
、
小
美
玉
市
社
協
が

事
務
局
を
持
っ
て
い
ま
す
。
川
上
支
部
長(

小
美

玉
市
社
協
事
務
局
長)

を
中
心
に
、
研
修
事
業
は

も
ち
ろ
ん
、
支
部
内
社
協
の
連
携
が
大
切
と
考

え
、
親
睦
事
業
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
【
家

族
と
一
緒
に
陶
芸
体
験
／
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
大
会

／
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】 

 

事
務
局
の
高
萩
市
社
協
が
中
心
と
な
り
、
全
体
研

修
、
課
題
別
研
修
の
ほ
か
、
親
睦
を
深
め
る
た
め
の

交
流
会
を
実
施
し
ま
す
。
県
北
地
区
の
大
震
災
で
の

被
害
が
大
き
か
っ
た
こ
と
を
受
け
、
７
月
の
全
体
研

修
会
で
は
、
災
害
対
策
を
中
心
と
し
た
情
報
交
換
を

行
い
ま
し
た
。
課
題
別
で
は
、
日
常
生
活
自
立
支
援

事
業
に
役
立
つ
内
容
と
し
て
、
日
立
公
証
役
場
の
公

証
人
を
講
師
に
招
い
て
の
研
修
会
を
予
定
し
て
い

ま
す
。 

 

こ
の
度
、
愛
媛
県
・
社
協
職
員
連
絡
会
（
愛
媛

県
内
20
市
町
社
協
）
か
ら
被
災
地
県
社
協
（
職
連

協
）
へ
の
見
舞
金
と
し
て
四
十
四
万
三
千
四
百
円

を
頂
き
ま
し
た
。 

 

「
困
っ
た
時
の
友
こ
そ
真
の
友
」
茨
城
県
と 

愛
媛
県
の
距
離
が
、
限
り
な
く
近
づ
き
ま
し
た
。 

 

 

 



 

 

              

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：茨城社会福祉協議会職員連絡協議会 

 
 

編
集
後
記 

 

今
年
は
梅
雨
明
け
が
早

く
、
し
か
も
猛
暑
の
夏
と
な

り
、
節
電
対
策
に
追
わ
れ
た

社
協
が
多
か
っ
た
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

昨
年
度
は
職
連
協
に
ゅ

～
す
を
休
刊
し
て
し
ま
い
、

紙
面
を
通
じ
て
お
詫
び
申

し
上
げ
ま
す
。 

 

大
震
災
の
影
響
が
ま
だ

落
ち
着
か
ず
、
余
震
も
心
配

で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
時
だ

か
ら
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
以
上

に
、
会
員
同
士
の
つ
な
が
り

を
深
め
て
い
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。 

 

今
後
と
も
、
職
連
協
へ
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

職
連
協
編
集
部
会 

第４９回関東ブロック郡市区町村社協職員 

合同研究協議会 延期のお知らせ 

  

 平成２３年度に群馬県で予定されていた、第４９回関

ブロ合同研は、東日本大震災等の理由から、次年度に延

期となりましたのでお知らせいたします。 

茨
城
社
会
福
祉
協
議
会
職
員
連
絡
協
議
会
で

は
、
社
協
活
動
に
関
す
る
調
査
、
研
究
、
提
言

等
の
ほ
か
、
会
員
の
資
質
向
上
や
福
利
増
進
、

会
員
間
の
交
流
等
を
目
的
に
、
種
々
の
事
業
を

実
施
い
た
し
ま
し
た
。 

会
員
の
皆
さ
ま
に
は
、
近
年
の
福
祉
課
題
等

の
多
様
化
に
よ
る
事
業
拡
大
や
、
新
規
事
業
実

施
、
さ
ら
に
は
３
月
の
東
日
本
大
震
災
へ
の
対

応
等
で
、
業
務
多
忙
の
中
、
職
連
協
事
業
へ
の

ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。 

今
後
も
、
会
員
一
人
ひ
と
り
に
必
要
と
さ
れ

る
組
織
を
目
指
し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
み
た

い
と
思
い
ま
す
。
ご
意
見
等
が
あ
れ
ば
、
ど
う

ぞ
気
軽
に
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。 

 

       ～このような事業を行いました～ 

○研修事業（詳しい内容を下段で報告いたします。） 

 ・職場におけるメンタルヘルス研修 

 ・地域福祉活動研修 

○第 48 回関東ブロック郡市町村社協職員合同研究協議会参加（静岡県） 

○広報活動 

 ・茨城県内市町村社協データブックの作成 

 ・茨城県市町村社協職員設置状況の発行 

○市部活動活性化事業（市部活動助成） 

○福利厚生事業（退会者への記念品贈呈） 

○理事会（６回）・代議員会（３回）・研修部会（３回）開催 

 

会
員
の
資
質
向
上
と
こ
れ
か
ら
の
社
協
活
動
の
た
め
に 

 

～
研 

修 

会 

実 

施 

報 

告
～ 

第
１
研
修 

（
平
成
22
年
10
月
30
日
） 

 

つ
く
ば
市
カ
ス
ミ
つ
く
ば
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
、（
独
）
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
精
神
保
健
研
究
所
名
誉
所
長 

吉
川

武
彦
氏
を
講
師
に
招
き
、「
働
く
も
の
の
メ
ン

タ
ル
ヘ
ル
ス
～
激
変
す
る
社
会
を
ど
う
捉

え
、
機
に
応
じ
て
ど
う
対
処
す
る
か
を
考
え

る
」
を
テ
ー
マ
に
、
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。 メ

ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
へ
の
取
り
組
み
は
、
今

や
私
達
の
職
場
に
と
っ
て
も
欠
か
せ
な
い
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
働
き
方
を
見
直
し
、

ス
ト
レ
ス
と
う
ま
く
付
き
合
い
な
が
ら
、
心

の
健
康
を
保
つ
柔
軟
性
だ
け
で
な
く
、
職
場

ぐ
る
み
で
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
に
取
り
組

む
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
こ
と
を

学
び
ま
し
た
。 

 

    参 加 者 の 声 

（※アンケートによる満足度 78.8 点） 

 

・分かりやすく身近な内容だった。 

・職場の環境をあらためて考える 

 きっかけになった。 

・かなり深い内容まで聞く事が 

 でき、参考になった。 

・管理職の方に聞いてほしい内容 

 だった。 

 

第
２
研
修 

（
平
成
23
年
2
月
15
日
） 

 

「
今
問
い
な
お

す
、
社
協
に
と
っ 

て
の
住
民
主
体
」

を
テ
ー
マ
と
し

て
、「
山
形
会
議
」 

か

ら

50

年

が 
 

経

過

し

た

今

、

「
住
民
主
体
」
の

原
則
を
再
確
認

す
る
こ
と
を
目

的
に
地
域
活
動

研
修
会
を
実
施

し
ま
し
た
。 

 

「
山
形
会
議
」
の
中
心
的
立
役
者
で
も
あ
っ
た

「
自
分
ら
し
い
そ
の
人
ら
し
い
地
域
生
活
支
援
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
代
表 

渡
部
剛
士
氏
を
講
師
に
迎

え
、
前
日
の
大
雪
で
、
交
通
に
影
響
が
出
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
多
く
の
会
員
が
参
加
し
て
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。 

私
た
ち
の
活
動
の
原
点
、
理
想
、
目
標
と
い
っ

た
も
の
を
再
確
認
す
る
機
会
と
な
り
、
社
協
に
と

っ
て
の
「
住
民
主
体
」
に
つ
い
て
あ
ら
た
め
て
学

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。 

  参 加 者 の 声 

 （※アンケートによる満足度 82.8 点） 

 

・あらためて社協の役割と意義を 

 確認できた。 

・地域課題を知るうえで、調査が 

 大切であることを再確認できた。 

・社協が行う事業は、新しい価値を 

 創造し、社会的規範を変えていく 

 必要があることを学んだ。 

・住民主体に関して、非常に迫力の 

 ある講義であった。 ▲社協への思いを熱く語る渡部剛士氏 

 

第
24
号
の
編
集
は 

中
央
・
県
北
支
部
が
担
当

し
ま
し
た
。 

 


